
資料３社会教育主事資格・社会教育士称号の取得者向けアンケート結果（第一次集計値）

＜アンケートの概要＞
・期 間 令和４年５月１７日（火）～５月２７日（金）
・対象者 R2、R3年度社会教育主事資格・社会教育士称号を取得した方
・依頼先 社会教育主事講習の実施機関 １５機関（１４大学＋１機関） ＊R2、R3年度実施機関

養成課程実施機関 ４機関（抽出）
・回答者数 ７８１人

１．修了年度 ２．資格取得方法

３．性別 ４．年齢

１

令和元年度以前に大学の養成課程で
任用資格を取得し、令和２年度以降に
新たに社会教育主事講習を受講

男性は59.4％、女性は39.5％である。 40代が35.3％と最も多く、次いで30代（27.5％）、
50代（19.3％）の順に多い。

) ６９６

令和元年度以前に大学の養成課
程で任用資格を取得し、令和２年
度以降に新たに社会教育主事講習
を受講

（単位：人）



５．職 業（受講当時）

６．職 業（現在）

２

（社会教育主事の発令なし）(発令あり)

（社会教育主事の発令なし）

・受講者の約１／４にあたる１８９名の方が
社会教育主事に従事している。

・また、教育委員会以外の行政職が増えている。



９． ８．で「はい」と回答した場合は、どのような分野で活動していますか。

８．社会教育士の資格を活かした活動をしていますか。７．社会教育主事として活動していますか。

３

・社会教育主事として活動している人の割合は回答者全体の32.6％、
・社会教育士の資格を活かした活動をしている人の割合は44.2％である。

社会教育士の資格を活かした活動をしている人は、「教育」の分野が最も多く、
次いで「まちづくり」の分野となっている。



１０．「社会教育士」の称号を取得したことに対するあなたの評価として一番近いものを選択し、
その理由も教えてください。

１１．社会教育主事・社会教育士の資格等を取得
した後、資格等の保有者とのネットワークがほしい
という希望はありますか。

１２．社会教育主事・社会教育士の資格等を取得
した後、継続学習の機会がほしいという希望は
ありますか。

４

「とてもよかった」「よかった」と回答した人の割合は、回答者全体の75.3％である。

ネットワークや継続学習の機会がほしいという人の割合は、いずれも約75％となっている。
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